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研究成果の概要（和文）： 本研究の目的は、日本人の看護学生（初心者）、新人看護師（新人）、プリセプター（一
人前）の臨床経験のリフレクションによる学習プロセスを明らかにすること、そして新人看護師とプリセプターによる
効果的な「行為についてのリフレクション」学習プログラムを開発することである。
 研究の結果、体験場面が詳細に捉えられなければ、評価や思考へと繋がらないこと、リフレクションの効果を高める
には受容的で自分の感情や思考を確認できるような支援者が重要であることが示された。また、今回作成したプログラ
ムを通して、他者のリフレクションを支援することによって、支援者自身の自己の傾向の気づきにつながることが示唆
された。

研究成果の概要（英文）： This study aims to clarify the reflective process on clinical action by nursing 
students (novice), graduate nurses (advanced beginner), and preceptor nurses (competent), and to develop 
a reflection continuing education program about “reflection-on-action” for graduate nurses and 
preceptor nurses in Japan.
 The results showed that they could not lead to learning from their clinical experiences unless the 
subjects clearly recall the clinical situations they faced. Furthermore, it was clarified that the 
subjects needed to have supporters through whom they could recognize their emotions and thinking in order 
to promote reflective practice. In addition, it was suggested that the self-understanding of supporters 
themselves was deepened through supporting the reflection of others in this education program.
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１． 研究開始当初の背景 
経験を構造化してリフレクションするこ
とは、看護職の実践的思考能力を高め、実践
家としての成長をもたらすといわれている。
リフレクションとは、臨床現場で経験した
様々な出来事やその出来事に関係している
影響を細かく描写し、分析して、統合するこ
とである。 
リフレクションによって専門性の発展、個
人的成長、エンパワーメント、学習過程の促
進がもたらされることから、欧州では 1980
年代頃からリフレクションを用いた看護教
育が一般的に行われている。我が国の看護教
育界でも、2000 年になってからリフレクショ
ンを活用した教育方法や実践例などが報告
され、現在では、基礎教育だけでなく継続教
育にも取り入れられるようになってきた。し
かし、現状は日本人の看護師の特徴を反映し
た教育方法として確立されているとは言い
難い。 
 
２．研究の目的 
本研究は、初心者レベルから一人前レベル
の日本人看護師に焦点をあて、臨床経験のリ
フレクションによる学習プロセスの特徴を
明らかにすること、そして新人看護師とプリ
セプターによる効果的な「行為についてのリ
フレクション」学習の教授方法を開発するこ
とを目的とした。 
「行為についてのリフレクション」とは、
看護実践を行った後に、その体験を構造化し
て振り返ることである。 
ベナー1)は看護師が初心者から熟練した看
護師に成長していくまでを Dreyfus モデル
をもとにし、初心者、新人、一人前、中堅、
達人の 5段階に分類している。そして、初心
者は看護学生、新人は新卒看護師から卒後 2
年以内の看護師、一人前とは同じまたは類似
した状況で 2～3 年くらい仕事をした看護師
としていることから、本研究では初心者レベ
ルを看護学生、新人レベルを新卒看護師、一
人前レベルをプリセプターとして、対象者を
選択した。 
 
３．研究の方法 
(1）看護学生(初心者)を対象とした調査 
①調査方法 
看護学生を対象に看護教育機関で各領域
の臨地実習が終了した A 看護大学 4 年生 70
名を対象に、平成 23 年 6 月に、研究者らが
作成した Reflective Journal (以下 RJ)と常
盤ら 2)の批判的思考態度尺度による質問紙調
査を実施した。 
調査に先立って、看護学生にリフレクショ
ンの目的、RJの記入例、リフレクションをす
る際の留意点などについて約 20 分間の説明
を行った。その後、RJ と批判的思考態度尺度
の質問紙、回収用の封筒を配布し、臨地実習
の中で最も印象に残った場面の記述を依頼
した。そして、研究として使用することにつ

いて同意が得られた看護学生のみ、記載した
RJ と批判的思考態度尺度の質問紙を無記名
で郵送してもらい回収した。 
②RJ の作成方法 
RJ の枠組みを決定するに当たって、まず先
行研究を基に 9 項目の質問からなる RJ を作
成した。そして、本調査とは異なる看護教育
機関の看護学生 70 名を対象にプレテストを
行い、修正を加えた。 
今回用いた RJ は次の 3点を工夫した。1点
目は実習全体の感想文になることを防ぐた
めに一場面に限定して記述することを指示
した。2点目は、自己の内的側面に目を向け、
自分の感情の明確化を図るために、感情を問
う質問に、感情を表す言葉の種類を具体的に
示した。また 3 点目は自分の価値観、強み、
弱みについて考えるように「～という自分に
気づいた。」と記述するように促した。 
③分析方法 
先ず、看護学生が臨地実習の中で印象に残
り振り返りたいと思う場面の特徴を解明す
るために、質的統合法（KJ 法）を用いた。質
的統合法（KJ 法）は、事例から論理の抽出・
発見を行おうとする質的分析方法であり、事
例を蓄積していくことによって事例間に共
通する論理を抽出し理論化をはかることが
できる 3）。手順としては、単位化されたカー
ドを全体感からの類似性によってパターン
を認識し、段階的に抽象度を上げていった。
そして最終的にラベル同士の関係性を視覚
的に構造化し、さらに関係記号に接続詞的な
説明を付け加えて関係性を示した。 
次に、RJ による看護学生の“気づき”の特
徴を明らかにするために、研究者が各自で RJ
の場面の描写、感情の表出、分析内容、価値
観、強み、弱みについての気づきの記述の有
無を検討した後、全員で照らし合わせ、意見
が一致したものを“気づきあり”と判断した。
そして気づきあり群となし群に分け、2 群間
の批判的思考態度得点の差について
Mann-Whitney 検定を IBM SPSS19.0 を使用し
て行い、有意水準は 5%未満とした。 
(2)新人看護師(新人)とプリセプター（一
人前）を対象とした調査 
①調査方法 
研究協力の同意が得られた約 600 床の病
院の新人看護師とプリセプター各 78 名を対
象とした。 
リフレクション場面については、新人看護
師、プリセプターともに研究協力の同意が得
られた場合を研究対象者とし、新人看護師の
看護場面に研究者も一緒に同行し、その後の
新人看護師とプリセプターのリフレクショ
ン場面の参加観察を行った。研究者は観察者
の立場を取り、一切その状況には関与しなか
った。但し、問いかけや発言の意味が不明な
ものに関しては終了後に確認した。また、新
人看護師とプリセプターのリフレクション
場面の会話内容はテープに録音して、逐後録
を作成した。 



また、介入プログラムの評価として、新人
看護師にはリフレクション前と各リフレク
ションの後、最終リフレクション後の計5回、
リフレクションスキルや自己の変化に関す
る質問紙による自己評価調査を実施した。プ
リセプターには各リフレクション後の計4回、
リフレクション支援スキルと自己の変化に
関する自己評価調査を実施した。 
②介入方法 
平成 26 年 4 月に看護部職員全員を対象に
リフレクションに関する講義を1時間実施し
た。その後、新人看護師には、本研究の目的、
リフレクションの概念やリフレクションの
方法についての 1 日研修を行った。その後、
3か月に 1回、RJ による臨床体験のリフレク
ションを実施した。 
新人看護師の支援者となるプリセプター
に対しては、5 月に新人看護師とは別にリフ
レクションプログラムとリフレクションの
支援スキルの理解を促すための研修を行っ
た。そして、看護学生(初心者)を対象とした
調査から、リフレクションのプロセスの要に
なるとことが示された【経験の描写】を促す
ようにプリセプターが関われるように、7月、
10 月、平成 27 年 1 月、3 月にリフレクショ
ン支援の振り返り、事例を用いた問いかけの
個人ワークとグループワーク、プロセプター
同士の相互リフレクションを行った。 
③分析方法 
質的データについては、新人看護師の RJ
の内容、新人看護師とプリセプターとのリフ
レクション場面における新人看護師の語り、
プリセプターの問いかけとコメントの量や
内容について分析した。 
量的データについては基本統計量を算出
し、Kruskal Wallis 検定を IBM SPSS19.0 を
使用して行い、有意水準は 5%未満とした。 
（3）倫理的配慮 
本研究の遂行に当たっては、事前に研究代
表者の倫理委員会の審査を受けて行った。学
生を対象とする場合は、成績などによる強
制力や学生の利害関係が働かないように
依頼方法、対象学年、介入時期を慎重に選
定した。そして、対象者の研究参加の拒否
と撤回の権利を守り、自由意思での参加が
できるよう注意し、研究に関する事項等を
口頭と文書によって説明した後に、書面に
よる同意書をとった。 
臨床看護師に対しても自由意思での参
加となるよう、同様に行った。また、臨床
場面の観察については、患者にも同意を得
て行った。 
 
４．研究成果 
(1）看護学生のリフレクションの特徴につい
て 
RJ の回収数は 36 名(回収率 51.4%)で、有
効回答数は 35 名（有効回答率 50.0%)であっ
た。 
① 臨地実習で看護学生の印象に残った場 

面の構造 
看護学生が臨地実習で印象に残った場面
として振り返っていた看護場面は〈患者との
コミュニケーション場面〉、〈患者指導の場
面〉、〈看護ケアの提供場面〉、〈患者状態の変
化の場面〉に分類できた。そのうち、〈患者
とのコミュニケーション場面〉が 18 名と最
も多く、患者との適度な距離感がわからなか
ったことや認知症や精神疾患のために意思
疎通が図れなかった患者とのコミュニケー
ション場面が記述されていた。〈患者指導の
場面〉は 8名が記述しており、退院時指導や
糖尿病患者に対する食事指導、術後の呼吸訓
練の指導、感染予防の指導場面が記述されて
いた。〈看護ケアの提供場面〉は 5 名が記述
しており、精神疾患患者への転倒予防、ター
ミナル期の患者への不安軽減を意図した関
わり、術後早期離床のための関わり、足浴・
手浴のケア場面が記述されていた。〈患者状
態の変化の場面〉は 4名が記述しており、術
後不穏になった患者との関わりや急変時の
対応場面が記述されていた。 
これらを質的統合法（KJ 法）で分析した結
果、【患者のニーズへの対応困難：患者の真
のニーズや対応がわからないことによる戸
惑い】、【コミュニケーションがとれない患者
への対応困難：繰り返される質問や拒否的態
度への戸惑い】、【患者に負担をかけた体験：
状況把握不足からもたらされた患者への負
担】、【患者からケアを拒否された体験：熟考
したケアに対する予測とは異なる患者から
の拒否的反応】、【戸惑いの中でのケアへの参
加：看護師の助言によりケアに参加できた喜
び】、【患者からの承認：患者の喜びとケアに
対する手ごたえ】といったシンボルマークに
統合できた。 
6 つの最終ラベルの関係性に着目して得た
空間配置図を図１に示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 看護学生が臨地実習で振りかえりたい場面
の特徴 
 

 



 
看護学生が臨地実習で最も印象に残って
いる場面は【患者のニーズへの対応困難：患
者の真のニーズや対応がわからないことに
よる戸惑い】と【コミュニケーションがとれ
ない患者への対応困難：繰り返される質問や
拒否的態度への戸惑い】から波及し、学習や
工夫を重ねたが【患者に負担をかけた体験：
状況把握不足からもたらされた患者への負
担】や【患者からケアを拒否された体験：熟
考したケアに対する予測とは異なる患者か
らの拒否的反応】に遭遇する。それらの循環
の中でさらに熟考を続け【戸惑いの中でのケ
アへの参加：看護師の助言によりケアに参加
できた喜び】ができると【患者からの承認：
患者の喜びとケアに対する手ごたえ】を得る
ことができるという図が示された。 
② 自己の気づきを促すリフレクションの 
特徴 
35 名の RJ に記述された文章から、1005 の
カードが作成できた。これらを分類した結果
【経験の描写】は、〈実習の時期〉、〈実習場
所の特徴〉、〈患者の疾患〉、〈患者の治療〉、〈患
者の生活形態〉、〈患者の ADL〉、〈患者の認知
面〉、〈患者の年齢〉、〈患者像〉、〈患者の状態〉、
〈患者の経過〉、〈患者の希望〉、〈患者のニー
ズ〉、〈患者の言葉〉、〈患者の様子〉、〈患者の
行動〉、〈学生の認識〉、〈学生の推論〉、〈学生
の推察〉、〈学生の判断〉、〈学生の行動〉、〈学
生が分かっていたこと〉、〈学生が今までの経
験の中で思っていたこと〉、〈看護師のアドバ
イス〉、〈看護師の行動〉〈看護師の様子〉、〈病
棟側の対応〉〈家族の言葉〉の 28 項目に分け
られた。【感情の表現】は〈自分自身に対す
る感情〉、〈患者に対する感情〉、〈自分自身に
対する思い〉、〈患者に対する思い〉の 4項目
に、そして、【評価】については〈自分の行
動の良かった側面〉、〈自分の行動の悪かった
側面〉、〈自分の傾向〉、〈自分の資質〉の 4項
目に分けられた。これらの RJ の記述内容か
ら得られた 36 項目を思考の要素として、抽
出された項目を点数化した結果、最高総得点
は 22 点、最低総得点は 8点であった。 
次に、自己の気づきについて分析した結
果、自己についての気づきがあったと判断で
きた学生は 20 名(57.1%)であった。記述項目
を分析した結果、自己への気づきがあった学
生の方がなかった学生よりも、記述されてい
る要素項目が全てにわたって多かった。また
【経験の描写】の記述が詳細にされていなけ
れば、【感情】【評価】への思考へと繋がって
いないことが明らかとなった。 
批判的思考態度尺度得点と自己について
の気づきについては、気づきあり群の中央値
が 57.5 点、気づきなし群は 57.0 点であり、
2 群間の得点に有意差は認められなかった
(p=0.676)。また下位因子である「懐疑的態
度」「論理的思考への自信」「探求心」「根
気強さ」「共同的態度」についても有意な差
はみられなかった。 

(2)新人看護師とプリセプターによるリフレ
クションプログラムの評価 
プリセプターによる新人看護師のリフレ
クション支援場面については4組の同意が得
られた。 
新人看護師とプリセプターの発言量を分
析した結果、全体的に回数を重ねるにしたが
って、プリセプターの問いかけやコメントよ
りも新人看護師の発言量が増加していた。ま
た、2 回目まではプリセプターの指導内容や
新人看護師の説明内容がカテゴリーとなる
ことが多かったが、3 回目以降になると、ケ
アや治療に対する2人の考えや意見に関する
会話が増えていた。 
回数を重ねるごとに、新人看護師は RJ を
記述する中で患者や自分についての気づき
が増えていた。また、感情や自分の内的環境
についても述べることができるようになっ
ていた。 
記述した RJ をもとに、改めてプリセプタ
ーに体験を説明し、確認してすることによっ
て、新たな気づきを導き出せていた。そして、
プリセプターのかかわりとして、新人を認め、
肯定的な言葉かけが行われると、新人看護師
の沈黙の時間がなく、発話が促されることが
示された。 
自己評価質問紙の回収率は、回によってば
らつきがあり、新人看護師は 15.8％～46.1％、
プリセプターは 22.4％～73.7％であった。 
新人看護師の看護実践や自己の変化につ
いての自己評価は2回目までは変化が少なか
ったが 3回目から、質問項目 30 項目中 24 項
目、4回目は12項目で得点が高くなっていた。 
特に、リフレクションスキルである“知識の
想起”、“自己の変化としての看護実践の選択
肢拡大”、“自己の行動による状況の望ましい
変化”、“変化の要因分析能力”、“工夫の発展
性”の 5項目についてはリフレクションの回
数が重なるごとに自己評価得点が高くなり、
有意差が見られた。（P<0.05） 
 プリセプターのリフレクション支援スキ
ルや自己の変化に関する自己評価について
も 2 回目までは変化が少なかったが 3 回目、
4 回目と高くなる傾向が見られた。検定の結
果、リフレクション支援スキルである“支援
前の RJ の把握”、“問いかけの工夫”、“発言
を待つ”、“気づきの促進”、“雰囲気作り”、“発
言を否定しない”、“気づきの引き出し方”、
“感情表出の促し”、“体験に関心”、発言支
援、体験談提供、脱線防止、“達成の確認”、
“考え提案の 14 項目と、プリセプター自身
の変化として、“自己の傾向への気づき”、“新
人観察”、“支援の自信”の 3項目に有意差が
見られた。（P<0.05） 
 
5．考察 
初心者レベルである看護学生には様々な
経験をどのように意味づけしていくかが、そ
の人の成長に非常に大きく関わる。看護学生
は受け持ち患者との関わりを中心にしたさ



まざまな体験を自分なりに意味づけしてい
くが、貴重な経験が意味づけされずに流され
たり、一人では独りよがりの解釈になってし
まう可能性がある。 
本研究では、RJ の作成の過程で体験した状
況に必要な情報を引き出せるよう質問の順
序を工夫した。しかし、一次調査の RJ で【経
験の描写】があると判断できたのは 14 名
(35.0%)であった。また、【経験の描写】の記
述が詳細にされていなければ、【感情】【評価】
へと繋がっていないことが明らかとなった。
このことから、経験を学習に繋げていくため
には、体験したことを正確に記述するスキル
が不可欠である。正確な記述には、豊富な語
彙力、また関係のない情報と関係のある情報
とを区別する必要がある。本研究で抽出され
た記述項目を細かく問いかけることは、状況
を幅広い視点からとらえる訓練につながる
のではないかと考える。 
Burns4)はリフレクションにおいて、批判的
思考は必須のスキルであると述べる一方で、
批判的思考は科学的な方法を基盤とした論
理的問題解決過程であるのに対し、リフレク
ションは思考に関連しているだけでなく、感
情を認識し実践の方法に肯定的な変化をも
たらす活動であり、リフレクションと批判的
思考のそれぞれが目指すものは元々違うと
述べている。本研究で自己についての気づき
の有無によって批判的思考態度尺度得点に
差が認められなかったことについては、用い
た尺度に、感情やその感情の影響を探るとい
う側面が含まれていなかったからではない
かと推察する。この結果から、自己について
の気づきにつながるリフレクションには自
己の感情やその感情の影響を明らかにでき
ることが重要だと考える。 
新人看護師（新人）とプリセプター（一人
前）のリフレクションプログラムでは、【看
護学生(初心者)の調査をもとに【経験の描
写】を促すような関わりを重視した。回数を
重ねるごとに、新人看護師の RJ の中での患
者や自己の気づきが増えていた。加えて、新
人看護師とプリセプターとのリフレクショ
ンでは、プリセプターの問いかけやコメント
よりも新人看護師の発言量が増加しており、
感情や自分の内的環境についても述べるこ
とができるようになっていた。このことから
も、経験の描写のスキルの重要性がわかる。 
プリセプターのかかわりの分析から、新人
を認め、肯定的な言葉かけが行われると、よ
り新人看護師の発話が促されることが示さ
れた。自分が自分に気づくためには他者の援
助が必要であり、相互に信頼し合う関係から
新しいものの見方が生まれ、それまでとちが
った目でものごとの意味を発見できる。お互
いが肯定的に評価をし合う安心した場で、自
分の悩みを語り、仲間に共感されることで、
初めてありのままの自分と向き合うことが
できる。このように他者からの共感・承認を
得られる対話は、個人に安心感や仲間への相

互信頼感をもたらし、そのことが基盤となっ
て、ありのままの自分と向き合うことを可能
にし、その成果として新たな自分への成長を
もたらす。そのため、相互に信頼し合う関係
の中でリフレクションすることによって、新
人看護師だけでなく、プリセプターの自己の
傾向への気づきや自信に繋がっていったこ
とが推察できる。 
新人看護師、プリセプターともに 2回目ま
では大きな変化が見られなかったことから、
リフレクションプログラムは単発で行うの
ではなく、繰り返し行う必要があることが明
らかとなった。 
本研究では一施設での実施であり、対象者
が少なかったことから、今後、対象者を増や
して、さらに検証する必要がある。また、プ
リセプターの自己評価の分析から、リフレク
ションの支援者に対し、支援にやりがいを感
じられるような動機づけプログラムの開発
も必要であることが示唆された。 
 
６．結論 
看護学生(初心者)と新人看護師（新人）の
リフレクションと新人看護師の支援者とし
てプリセプター(一人前)に対するリフレクシ
ョンの取り組みから、初心者レベルでは、【経
験の描写】の記述が詳細にされていなければ、
【感情】【評価】への思考へと繋がっていな
いことが明らかとなった。新人レベルでは受
容的で自分の感情や思考を確認できるよう
な支援が重要であることが分かった。また、
一人前レベルでは、新人看護師のリフレクシ
ョン支援によって、自己の傾向の気づきにつ
ながることが明らかとなった。 
今回作成したリフレクションプログラム
は単発で行うのではなく、繰り返し実施する
ことで効果が高まることが示された。 
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